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アニメやマンガなどの、フィクションの世界を描いた作品の登場人物の中には、特徴的

な話し方をしている人物が見られることがある。このような言葉づかいは「役割語」(金水

2003)として、主に社会的属性(年齢、性別、職業など)による人称詞や文末形式の使用を中

心に取り上げられてきた。 

 本研究では、登場人物の「人物像」として、「役割語」研究で主に対象とされてきた「社

会的属性」と、副次的なものとされた「性格」との両方を含む。そして特定の条件、例え

ば会話の場面や状況、会話相手と話者との関係などを含めて、談話レベルで見られる言語

的な特徴を見た。 

二つのアニメ作品で対象とした複数の人物に共通する人物像として、「外国に関わる要

素（ハーフ・帰国子女）」、「名家子女」＋「年齢」、「明るい」＋「リーダー」という３つの

要素に注目して考察を行った結果、次のような特徴が見出されることを指摘した。 

一、「外国に関わる要素（ハーフ・帰国子女）をもつ」という社会的属性とのむすびつく

特徴として、会話を一定のまとまりの単位で見た場合、英語の単語が高頻度であらわ

れる、特定の英語フレーズが多用される、日本語の中に不自然に英語の単語を混ぜる

といった傾向が見られる。 

二、「名家子女」と「年齢」という社会的属性とを組み合わせにおいて、人物像以外の要

素、会話の場面や状況、会話相手との関係によって、人物像と談話展開には共通する

パターンが見出された。「名家子女の下級生」には会話相手の変化による談話特徴の変

化がなく、言葉づかいは丁寧語や尊敬語の使用にとどまる。一方、「名家子女の最上級

生」は、相手の考えや悩みに対して、自身と近い関係を持つ年下の相手との会話では、

相手の言うことを肯定する内容をメインに、自身の経験を用いて、共感を示しながら

きちんとした理由をもって相手を励ます内容となる。一方、同年代やそこまで親しく

ない相手に対しては直接的に意見を述べて、自身の見解を強く主張する状態が多く見

られた。 

三、「明るい」と「リーダー」は、性格と社会的属性（役割）との組み合わせだが、特定

の会話の場面や状況のもと、談話レベルでの会話パターンを見出した。目標の相手を

自身の活動グループに勧誘するとき、そして、該当シチュエーションは必ず最初の勧

誘ではなく、一定の回数を経てから、「勧誘→相手を肯定→自身の経験／体験を伝える

→相手をもう一度肯定する」という共通する構成が見られた。

本稿の考察は二作品の登場人物を対象とした限りにおいての分析であり、十分に一般

化するにはさらなる検討を要するが、以上の試みから、人物像と関わる言語的特徴が談話

レベルにおいても見出しうる可能性を示した。
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